
2019年度資金分配団体申請様式2事業計画書

１．申請事業名：マイクロプラフリー社会の提案
～ マイクロプラスチック除去と地域活性化～

２．申請団体名：一般社団法人バードライフ・インターナショナル東京

３．助成事業の種類：新規事業

４．申請する事業期間：2019年度～2022年度

５. A事業費：214,960,000円
（Bうち助成金申請額：199,460,000円 92.8％ B/A ）

プログラム・オフィサーの伴走支援の活動費：26,210,000円* 評価関連経費：17,740,000円*

様式2 事業計画書
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2019年度初版

*Bの助成金申請額とは別枠です。



様式2 事業計画書 事業計画書の記述項目

1. 申請事業により解決したい課題、事業の目標および内容
1.1. 解決したい課題（社会的ニーズ）と中長期的な事業目標
1.2. 原因分析と解決策
1.3. 事業の成果目標と内容

2. 包括的支援プログラム
2.1. 実行団体の募集
2.2. 助成金等の分配
2.3. 非資金的支援

3. 社会的インパクト評価の実施内容と方法について
4. 進捗管理、リスク管理と持続可能性

4.1. 進捗管理
4.2. リスク管理
4.3. 持続可能性

5. 実施体制と従事者の役割
6. 広報戦略および連携・対話戦略
7. 関連する主な実績
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2.3.非資金的支援
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広報活動

技術支援

ネットワーキング

協議会設立・運営

事業採算化検討

• 事業の着眼点や新規性について、地元メディア等を通して幅広く広報する。地域名所との
協働を図り、宣伝効果を高める

• マイクロプラスチックの汚染状況調査に関する技術研修を実施する
• 地域特産品の商品開発、ブランド化についての事例を学ぶ研修を実施する

• 各実行団体の進捗状況や課題に合わせ、必要な技術・知見をもった専門家や組織を探し、
課題解決に向けた支援を行う

• 事業の円滑な運営のため、資金分配団体と実行団体からなる協議会を設立し、その運営を行
う。協議会では、進捗を確認するだけでなく、事業の進捗や課題に合わせて、専門家や講師
を手配し、事業全体の課題解決に向けた協議を実施する

• 事業採算強化として の広報、マーケティング、新規販路の
開拓等を支援する

資金分配団体が実施する、伴走支援として以下の5項目を実施する。
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組織内部のインパクト評価実施経験のある専門家のサポートを得て、自己評価及び実行団体の評価にあたる。
実行団体による評価の支援として、評価ワークショップを合計3回（事前評価、中間評価、事後評価の実施
前）開催し、実行団体による評価の精度向上に努める。
そのための評価実施体制を以下に示す。

【評価実施体制】
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5. 実施体制と従事者の役割

【ガバナンス・コンプライアンス体制】
団体倫理・法令遵守徹底を図るため、以下の通りコンプライアンス体制を整えている。実行団体との通常業務で発生した
不正については、プログラム・オフィサーがコンプライアンス委員会へ報告する。また、実行団体からコンプライアンス
委員会に直接相談できる通報窓口を設ける。

 コンプライアンス委員会の設置
団体倫理・法令遵守徹底に向けた施策の立案・展開とフォローを行う。万が一、不祥事が発生した際には対応策・
再発防止策の検討や指示を行う。通常のコンプライアンス委員会は年1回開催するが、必要に応じ適宜開催する。

 通報窓口の設置
実行団体からのコンプライアンス事案について通報を受ける窓口。プログラム・オフィサーとは別に設置する。
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【事業実施体制】

プログラム・オフィサーが中心となり、実行団体と連携を取りながら事業を推進する。アシスタントはプログラム・
オフィサーの指示のもと、各種業務を補佐する。
また外部専門家として 関連の専門家の協力を得て、円滑な事業の
遂行に努める。外部協力者、実行団体との連携には、協議会を設置し、2か月に1度定例会を開催する。







【事例】海洋プラスチックゴミ問題に関する環境教育プログラム

・期間 ：2019年1月～
・資金提供者：ダウ・ケミカル日本株式会社
・概要 ：小学校を対象とした海洋プラスチックゴミ問題啓発の

環境教育プログラムを実施。
講師陣には、プラスチック汚染問題の啓発に取り組む
写真家の藤原幸一氏を迎える。
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7. 関連する主な実績

【案件を発掘、形成するための調査研究】

海洋プラスチックゴミ問題に関する実績として、以下の事業を実施。
そのほか、
マイクロプラスチック問題啓発に関する意見交換を実施している。
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 マッチング
2018年は、ドナーとなる企業5社についてCSR活動等のマッチングを行い、事業を実施した。

【事例】レッドリスト対象種保護のための車両提供プログラム
・期間 ：2016年から2021年
・支援者：トヨタ自動車株式会社
・概要 ：絶滅危惧種の保全活動を行うバードライフのパートナー団体に車両を

寄付することで、保全活動を促進する。トヨタ自動車株式会社の戦略地域
でのPR、CSR活動と現地団体のニーズをマッチングしたプログラム。

 伴走支援
他NGOと連携している全事業において、伴走支援を実施している。

【事例】アジア太平洋地域生物多様性保全にかかる次世代人材育成事業 - SATO YAMA UMIプロジェクト
・期間 ：2017年6月から2020年3月
・支援者：経団連自然保護協議会25周年記念特別助成事業
・概要 ：日本環境教育フォーラム、コンサベーション・インターナショナル・ジャパンと

3者共同で実施している次世代人材育成プロジェクト。ベトナム、カンボジア、
インドネシア、ブータン、サモア、ニューカレドニア6か国のNGOと連携し、
人材育成、環境教育、環境保全活動を実施。
バードライフは、プロジェクト管理に加え、環境教育教材開発等に対して専門家に
よる支援や若手職員のメンタリング、インターンシップの指導等を実施。

以 上 30




